
【採用情報】新人弁護士採用について　更新しました

新人弁護士採用について
埼玉総合法律事務所では、第７４期の司法修習生（予定）の採用募集をしております。
下記のとおり、オンライン（Zoom）による事務所説明会を実施致しますので、是非ご参加下さい。

◆オンライン事務所説明会
【日時】
①２月１０日（水） １７：００～
Zoomにて開催（１時間程度予定）

②３月３日（水） １８：００～
Zoomにて開催（１時間程度予定）

※上記日時にご参加できない方は個別に対応しますのでお気軽にご連絡ください。

ご関心のある方は、採用担当の鈴木満（すずきみつる）まで、電話（048-862-0355）、または、こちらをクリックの上「メー
ルでのお問い合わせ」フォームからお問い合わせください。
（メールフォームでお問い合わせの場合「相談内容」欄は「その他」にチェックをお願いいたします。）

◆採用面接・事務所見学
また、上記説明会とは別に、事前にご連絡いただければ、採用面接や事務所見学に随時ご対応いたしますので、採用担当の鈴木満まで、上
記電話またはメールにてお問い合わせください。
なお、採用面接をご希望される方は、履歴書・司法試験の成績表・法科大学院の成績（法科大学院卒業の方）・予備試験の成績（予備試験
合格者の方）・大学の成績をお送りください。
※書類選考後、合格者の方には面接のご案内を致します。
※履歴書等の応募書類のご返却は致しませんのでご了承下さい。

 

https://saitamasogo.jp/archives/87723
https://saitamasogo.jp/otoiawase
https://saitamasogo.jp/otoiawase


過労死弁護団総会（弁護士　佐渡島　啓）
昨年はコロナ禍のために、全国的な弁護士の会議などは軒並みウェブ会議システムを利用して行われていましたが、その中でも過労死弁護
団の全国総会は昨年１０月２日・３日に、さいたま新都心でリアル開催しました。

過労死弁護団の総会は３３回目、埼玉での開催は初めてでした。しかも例年とは異なり会場での感染対策や、運用開始直後のGoToトラ
ベルの対応も必要となるといったこともありましたが、鈴木（弁）、深井（事）と共に苦労して準備した甲斐あり、当日は全国から約６０
名の弁護士が集まり、各地でのリモート視聴者も約３０名加わって、有意義な討論などを行いました。
脳・心臓疾患や精神障害の労災申請数は右肩上がりで毎年増加していますが、労災として認定される割合はこの５年間でいずれも５％程度
減少してしまっていますし、労基署の担当官の数が少ないことも要因で、結論が出るまでに長期間かかっているケースもあります。医療関
係者などエッセンシャルワーカーの方々が過重労働を余儀なくされている状況が続いており、これを原因とする労災申請も今後増えると思
われます。

労働災害が発生しない世の中であるに越したことはなく、そのための活動として昨年１１月に大宮で行われた過労死等防止対策シンポジウ
ムの開催にも加わりましたが（こちらもリアル開催）、被災者が出てしまった場合の救済にもさらに尽力したいと思います。

弁護士　佐渡島　啓

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

シンプルイズベスト（弁護士　古城　英俊）
コロナ禍で在宅ワークがニュースになる中、多くの事件を紙のファイルで扱っていることの煩わしさを実感しました。本も新聞も紙で読む
派の私としては、裁判の記録も紙で読みたいし、紙にメモしたい。しかし、紙はかさばる上、かなりの重さになる。在宅ワークのためには、
重い荷物を自宅に持ち帰らないといけないのです。いくつものファイルを持ち帰るくらいなら、事務所に行った方がよいということになり
ますが、それでは感染のリスクが高まります。

そこで、書類のデータ化、データのクラウド保存を少しずつ始めました。さらに、複数の画面（ディスプレイとタブレット）に別の書類を
表示させることで、紙の書類のときと同様の作業環境を実現しつつあります。大量の書類もタブレット一つで参照できてメモもできます。
まだまだ慣れませんが、時代の流れに乗らなければ、と決意しました。

https://saitamasogo.jp/archives/87703
https://saitamasogo.jp/archives/87677


不思議なもので、ひとつ片付くとあらゆるものをすっきりさせたくなります。いらない物を思い切って処分したら書斎もすっきりしました。
仕事も部屋も服装も人間関係も…今年はシンプルに過ごしていきたいと思います。

弁護士　古城　英俊

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

防災グッズの準備（弁護士　鴨田　譲）
2018年大阪地震・北海道地震、2019年北九州豪雨、2020年7月豪雨など近年自然災害が昔に比べて多く発生している気がしま
す。自然災害に遭わなければそれに越したことはありませんが、万が一の時に備えて私も少しずつ準備をしています。

いまのところ、保存水、多機能ラジオライト（ライト・ラジオ・携帯電話充電器を兼ねていて、手動での充電が可能なもの）、アルミブラ
ンケット、マスク、簡易トイレ、からだ拭きシート、ウェットティッシュ、レインコート、タオル、現金（小銭）、アイマスク、耳栓、綿
棒、筆記用具、サランラップ、紙皿、紙コップ、スプーン、フォーク、トイレットペーパー、歯ブラシ、歯磨き粉、歯磨きシート、ウォー
ターバッグ、軍手、スリッパなどは準備しました（足りていない物があったら教えて下さい。）。
しかし不思議なもので準備をしていると、「この場面に遭遇したらあれが必要ではないか？」などと色々と想定してしまい、防災グッズの
量は増え続ける一方です（そして、緊急時にこれらをすべて持ち運べるのかという疑問もあります）。

とはいえ、どんなに準備をしてもし過ぎることはないと言われていますので、今年中に完璧な防災グッズを準備したいと思っています。

弁護士　鴨田　譲

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

https://saitamasogo.jp/archives/87674


ＳＤＧs(エスディージーズ)（弁護士　梶山　敏雄）
 

私のような齢になると、必然的というかやむを得ないこととは思いますが、この時期には身内を初め、親しい知人・友人、恩師、依頼者の
人などの喪中のお知らせが続きます。「あの人がなぜ・・・・」と愕然とすることもあります。一方で年々大人に育っていく孫娘の姿を見
ると、考えもできなかったコロナ禍や天候不順による自然災害などに、これから長年に亘り立ち向かわなくてはならない子供達の未来はど
うなるのかなどを考えてしまいます。

ＳＤＧsは子供達の未来のためにも、貧困や飢餓、働きがい、経済成長、気候変動など、世界が抱えるさまざまな課題について、先進国と
途上国を問わず、世界が一丸となって達成すべき１７つの目標を国連サミットで策定したものです。本来は国はそうした目標に向けて知恵
を絞り出す役割を担うものだと思いますが、我が国の権力者は、森友・加計学園問題、河井元法相夫妻の犯罪、検事総長・学術会議の違法
人事介入、「桜を見る会」などの政治の私物化について「答えは差し控えます」と自己保身に汲々とし、話す時は下を向いて原稿を読むだ
け、というのが首相の仕事であるかのようなこの国の不幸を、やはり変えなくては子供達の自由な未来はないと、改めて思わされます。

弁護士　梶山　敏雄

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

北風の中に（弁護士　伊藤　明生）
 

ジョギング続けています。１１月には２１日続けて毎朝走ることができました。以前は歩くような速さだったので、スマホの歩数計は大半
がウォーキングのマークになっていました。しかし、最近頑張って調子の良い時にちょっと速めに走るようにしたら、半分以上がランニン
グのマークになりました。左足が弱いので、できるだけ右足に体重をかけて走ってます。左足に重心をかけると不安定になるのです。また、
走っている時、朝ドラの影響で戦後の昔の歌を口ずさんでいます。リンゴの唄（並木路子）とか寒い朝（吉永小百合）、下町の太陽（倍賞
千恵子）とか。

♪北風吹き抜く　寒い朝も
野越え山越え　来る来る朝は

https://saitamasogo.jp/archives/87671
https://saitamasogo.jp/archives/87669


いじけていないで　手に手を取って
望みに胸を　元気に張って
ああ　北風の中に　呼ぼうよ春を

自分に言い聞かせるように口ずさんでいます。メロディーも哀愁を帯びていて、心を震わせますが、歌詞も心を奮い立たせられます。寒く
なってきて、コロナの感染者数が増えていますが、負けないように頑張りたいです。

弁護士　伊藤　明生

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

【採用情報】新人弁護士採用について　更新しました

新人弁護士採用について
埼玉総合法律事務所では、第７４期の司法修習生（予定）の採用募集をしております。
下記のとおり、オンライン（Zoom）による事務所説明会を実施致しますので、是非ご参加下さい。

◆オンライン事務所説明会
【日時】　２月５日（金）　１８：００～
Zoomにて開催（１時間程度予定）

※上記日時にご参加できない方は個別に対応しますのでお気軽にご連絡ください。

ご関心のある方は、採用担当の鈴木満（すずきみつる）まで、電話（048-862-0355）、または、こちらをクリックの上「メー
ルでのお問い合わせ」フォームからお問い合わせください。
（メールフォームでお問い合わせの場合「相談内容」欄は「その他」にチェックをお願いいたします。）

https://saitamasogo.jp/archives/87689
https://saitamasogo.jp/otoiawase
https://saitamasogo.jp/otoiawase


◆採用面接・事務所見学
また、上記説明会とは別に、事前にご連絡いただければ、採用面接や事務所見学に随時ご対応いたしますので、採用担当の鈴木満まで、上
記電話またはメールにてお問い合わせください。
なお、採用面接をご希望される方は、履歴書・司法試験の成績表・法科大学院の成績（法科大学院卒業の方）・予備試験の成績（予備試験
合格者の方）・大学の成績をお送りください。
※書類選考後、合格者の方には面接のご案内を致します。
※履歴書等の応募書類のご返却は致しませんのでご了承下さい。

 

今度生まれ変わったら（弁護士　伊須　慎一郎）
 

１１月に小学校で６年生（３クラス）に憲法の授業を担当させてもらいました。
何年か前にも小学６年生に向けて体育館で憲法の授業を担当させてもらいましたが、担任の先生からは私の授業の内容が難しかったと厳し
い意見をいただきました。
そのため、今回は、用意周到？に準備しました。文部省の「あたらしい憲法のはなし」も使いました。
戦車や戦闘機やミサイルを捨てた「戦争放棄」の壺の中から、みなさんだったら、かわりに何を作り出したいですかとたずねると「物」で
はなく、病院で頑張って働いている人のため、食べ物に困っている人のために税金を使いたいと答えてくれました。私が６年生のときには、
税金を何に使うかなど、考えたこともありませんでしたが、みんなよく考えているなあと感心しました。元気に手も挙げてくれるので、授
業の進行に困ることもなく、４５分の授業があっという間に終わってしまいました。
普段慣れないことなので、３クラスの授業だけでも、疲れてしまい、現場の先生は大変だなあと、頭の下がる思いです。
非常に楽しい時間を過ごさせていただいた小学校の先生方と６年生に感謝したいです。
今度生まれ変わったら教師もいいかもと、ちょっと考えてしまいました。

弁護士　伊須　慎一郎

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

https://saitamasogo.jp/archives/87661


2/5（金）臨時休業のお知らせ
　2月5日（金）11:30～16:30

　所員研修のため、臨時休業とさせていただきます。
　皆様方には大変ご迷惑をおかけ致しますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

【Ｂ型肝炎】「給付金」電話相談のお知らせ
2021年1月23日(土)全国一斉無料電話相談を実施します

全国B型肝炎訴訟埼玉弁護団の弁護士が相談者から個別に直接お話を伺い、「給付金」を受け取ることができるかどうかや、「給付金」を
受け取るための手続などについてご案内します。
相談費用は無料です。
この機会に是非ご相談下さい！

●　日　時　２０２１年１月２３日（土）１１：００～１７：００

●電話番号　０４８－８６２－０３７７

 

◇  B型肝炎訴訟とは？
B型肝炎ウイルスのキャリア（持続感染者）のうち、集団予防接種による感染被害者は４０万人以上とされています（厚生労働省の推計）。
注射針を使い回したり、注射針を取り替えても筒を替えないまま使い回したりすると、肝炎が蔓延することは戦前から知られていましたが、
国（厚生省）は、この事実を十分に認識していたにもかかわらず、１９９８年ころまで集団予防接種における注射器の使い回しを黙認し続
けてきました。その結果、現在でも多くの被害者が病気とむきあう人生を強いられています。

 

https://saitamasogo.jp/archives/87679
https://saitamasogo.jp/archives/87644


◇  全国B型肝炎訴訟埼玉弁護団とは？
「全国B型肝炎訴訟弁護団」は、長い裁判に患者と共に取り組み、２００６年に最高裁判所で国の責任を認める判決を獲得し、さらに、
２０１１年には国と「基本合意」を結び、現在も厚生労働省と「基本合意」の改善に向けて尽力している弁護団です。私たちは、この弁護
団の一員として、埼玉県内にもB型肝炎患者救済の拠点を築くべく、①埼玉県内の被害者のすみやかな個別の救済（給付金受給手続など）、
そして、②すべてのウイルス性肝炎患者・キャリアが安心して医療を受けられる体制の整備という２つの目標を掲げ、多くの患者や医療機
関・行政などの関係者とも協力して活動していくため、２０１６年７月２１日に埼玉弁護士会の会員１４名が結成した弁護団です。
－全国B型肝炎訴訟埼玉弁護団のホームページはこちらー

 

◇「給付金」相談とは？
「給付金」を受けとるには、①「基本合意」にもとづく資料を集めて裁判所に国を提訴し、②集団予防接種の被害者と認定されて、国と裁
判上の和解をすることが必要です。当相談では、弁護団の弁護士が相談者から個別に直接お話を伺い、「給付金」を受け取ることができる
かどうかや、「給付金」を受け取るための手続などについてご案内します。
相談費用は無料です。
この機会に是非ご相談下さい！

 

https://www.bkan-saitama.com/

